くらし向きについて
厳しくなったという方、増税、ローン、収入の減少など理由をお書きください。
· 厳しくなった。全て福田バカ内閣のせいで。
· 出るもの増。入るもの変わらず。プラスマイナス→マイナスされど、仕事は増。
· 厳しくなった。労働単価の下落による（しかし構造的に不況業種ではある）。
· アルバイトを始めた為、その分税金等考えることが多くなった。
· 健康体であれば有料ボランティアなどもできるが、現在収入の道は考えられません。
· 自分達の家計は変わらないが、近くに住む両親に収入がないので自分の働いた分がすべて親の生活費になっている。子が近くにいると生活保護も受けられない!私が生活させているので第2子は産めない。
· 増税。物価が目に見えて上昇している。
· 食料品の値上げ率があまりにも上昇し、買い物の際、今までよりも支払う額が多くなり生活を損なう。直撃をしています。
· 今まで派遣社員として働いておりましたが、2月で退職し、現在正社員としての働き口を探してます。しかし、どれも派遣の仕事ばかりでなかなか見つかりません。さらに税金は高くなる一方で、何一つ楽になりません。
· 仕事ない。
· 共産党正しい。
· 自然が少なくなることが心がまずしくなることが実感中。
· 年金も減額されたまま、増額の見通しもなく、医療費が割り増しになったらどうなるのかと考える老人です。
· 食費は1日500円より使えない。医者に行ったら食費から出すのでなかなか行かれない。1日1時間～5時間位のパートで仕事時間や時給が減った。家賃や支払いの為、食費、医療費を出せない。被服費は10年位なし。
· 労働時間の延長、業務内容の負担増多、収入減少、公休取得困難。
· 厳しくなった。子供2人が私立の大学に通っているから。
· 外資系企業に勤めており厳しい査定が入りますが昇進昇給に反映されますので暮らし向きはよくなりました。
· 経営者として収入が減少している（会社と個人）。
· 自・公の政策が悪い。税金の使い方に無駄が多い。
· 妊娠して仕事が出来なくなったので厳しくなりました。あと、住民税の増税、ローンの固定金利が終了した事により、かなり厳しい状態です。
· このままでは死ぬしかない。早く自民党をつぶさないと日本は終わってしまう。私の会社は社長重役ばかりいい思いばかり。これもすべて自民党のせいだ。
· 主人が自営でしたが、取引先の倒産により、我が家も借金の生活になりました。家族でノイローゼ状態になり、主人は行方不明になりました。母子家庭の制度をよくしてもらいたいです。
· 政治情勢不安定の為、物価が上昇していると感じる。
· 売上が悪く借入返済が出来ません。
· 失業して収入がなくなった。障害があるため就職が難しい。
· 今は変わらないが、これから厳しくなると思います（医療・税負担等）
· 保険料が天引きなど高額になり、遺族年金だけでは年もとっているのではたらくわけにもいかず、どうしたらよいのかわかりません。
· すべての物価が高くなっている。内容が悪くなって、特に食品に多い。今の年金制度では先が不安である。
· 年金生活なのに税金、介護保険、国民保険等、全部値上がりし困っています。65才になったら以前は所得税などなかったのに、おかげで今手からはシルバーパスまでもらえません。
· 年金は目減り（介護、国保天引）。物価は上昇と良いことひとつもない。苦しくなる一方。
· 自・公になってよくなったと一部はいうが、あまりよくなったとはいえない。
· 原油高騰のせいなのか、灯油の値上がり、物価も上がりで、健康維持の為の「1日30品目」などとうてい及びもせず、1汁1菜すらまともに食していない。現在の状況となっています。
· 品川区に結婚して引越して来てから1年になります。まだ周辺のことが分からないことが多々ですが、東京の「住みにくい地域」という印象（思い込み）はゼロになりました。ただ物価は少し高く困るほどではないですが、初ローンをしてしまいました。
· 年金＋パート（二人）の収入で住宅ローンあり。
· 保険外交員やめて、いよいよ年金生活、日常生活はまあまあですが、一人暮らしですので、万一の時を考えると心配です。
· 私個人では変わらないが、プアもリッチもある程度その人の考え方、働き方、資産をどう作るかなど、本人の思考に依る所も多いと思う。ただし、どんな努力をしても病気などで立ち直れない人には行政の援助が必要だと考える。
· 仕事があったりなかったり。あったとしても賃金が低くなる一方で経費の方はおさえられない。
· 収入が安定しなくなり仕事が減った。
· 金利が無い。
· 個人の能力を高める機会を作るようにしてほしい。
· 増税、医療費などいろいろと支出がふえている
· 食料品を中心に物価が高騰しています。実態調査して下さい。区としてできることから手を打って下さい。
· 税金が高すぎる。
· 物価がどんどん何でも高くなっていきます。困っております。年金が少ないためシルバーで3ヶ所仕事をしております。
· 無収入、家のローン。年齢的に仕事がない。
· S61.11月、右耳失聴以来、体調不良が続き、仕事は無理しながらも頑張っていたが、Ｈ7年12月29日にアパート火災ですべてを失い、体調もますます悪化で仕事も出来なくなり、以来、生活保護で助けていただいています。ありがたく感謝です。
· 株で200株は大損失。株式市場、経済との格差、所得格差も同様に野放し状態（無策）。
· 収入の減少と増税。
· 物価が上昇しているので年金が目減りしている。
· 住民税や年金の支払額が増えたのに収入は変わらないので厳しくなりました。食料品やガソリンも高くなってしまって大変です。持病のため通院もしなければならないし月々本当に大変で貯金は全然できません。
· 景気が良くなったと、国の偉い方は言っておられますが、それでも給料は上がらず、中小企業の苦しさは変わらない。大企業が良ければそれでも良いのかと。不満です。
· 年金収入は変わっていないのに、都営住宅の家賃が月額17200円も上がってしまいました。都民税が増えた事と家賃ランクが下がった為、結果的に家賃は上がるためと云われています。益々、厳しくなっています。
· 自営業。不景気で閉鎖検討中です。
· パートの時間短縮を余儀なくされたことにより、収入の減少。
· 住民税、国民健保料、介護保険料、値上げ。老齢者控除、定率減税。収入は減るばかり、そして、医療費は70才になっても3割負担。
· 十数年収入は増えずに、増税、物価高となり生活は苦しいです。
· 子供が大きくなるにつれ出費が多くなった。公共料金が上がった。
· 食材が安い方が良いけれど、作っている人達の大変さが分かるので何とかならないかと思う。こんな時代で値上げもままなりません。
· 主人が三年前死亡しました。私はそのまま一人で暮らしています。
· 売上減少。
· 収入の大幅な減少。労働強化など働くことが苦痛になることが多い。
· 年金で貰っている金額では物価に追いつかない。
· 少ない年金生活で収入は変わらない。なのに生活必需品が軒並値上がりしている。不安を感じる格差社会は貧困を生み、犯罪が多くなる。生活保護（日本国憲法25条）を必要とする人が増える。国が誠実に履行すれば国庫負担が増える。同じ金を使うなら格差是正に使うべきだ。企業にも責任が有ると思う。
· 夫の収入減少。
· 私の家族は変わりないが、世の中を見ると貧富の差が段々と開いている様に感じます。
· いろいろな物が値上がりしているので、これ以上値上がりが続くと生活が苦しくなると思う。（特に食料品）
· 仕事が減っている。建設関係ないので大変。
· 収入・売上の減少。経費の増大。購買力の低下。
· 増税、医療費、生活費の高騰。
· 給料から天引きされる税金の額が増えたような気がする。
· 医療費の支払い増加、増税に困ってます。
· 一般商品の値上げ。ローン。
· サラリーマンが給料が上がらないと自営業等はお金がまわってきません。
· 石原知事になってから私立認可保育所職員の給料は下がりっぱなし!!私は転職（他の保育園へ）したら給与が以前の約半分位まで下がりました。
· 与党自公は全員死刑にする。また、自公系の公務員も死刑にするように今日からでもがんばって下さい。
· 税金が高すぎる。売上に消費税をかけるのはいかがなものか?売上が上がっても仕入れが上がるので収入は一緒なのに利益分だけでなく売上に課税するのは何の儲けもなく、増税そのものでやる気がなくなる。
· 僅かばかりの年金が頼り。病気したらそれで人生終わり。長生きしすぎた。83才女性。
· 一生懸命働いているのであまり変わらない。日曜日とかに車で走るとFerrari等の超高級車を乗っている人が多くなった。格差はある!
· 目に見えては変わらないけれど品物が高くなっている。
· 年齢と共に収入、体力は減るのに、世の中の仕組みは高額所得者を基準に回ってる気がして不条理を感じます。
· 益々きびしい世になってゆくことが心配。
· 収入形態が実績主義に変更されたので、ほとんどの人が毎年減少している。中でも女性や高齢者は実績マイナスとなる様な改革となっている。
· 給料が上がらず、生活する面での物の値段が上がり（食品等）切り詰めての生活です。遊びに出かけることも出来ません。旅行も出来ません。この先、定年を迎え年金の事も心配です。
· 不況に夜よる減給。また、子供の学費、その他養育費の増大が大きな要因です。しかしながら、税金の徴収額の多さに毎回驚きます。節税を考えて欲しいと思います。
· 昇給分を上回る社会保険料増額等により、手取り額は減少。物価は上昇し先行きが不安。高齢の両親の医療費や万一のときの介護、自身の身体の老化等も考えると（配偶者がいないこともあり）、今の仕事を続けられなくなる可能性も考えている。ローンついては大もと金利が上がらないので、今はその点はホッとしている。
· 品川区は深く静かに在日かんこく人に納付もせず、ただで年金を出すのか?誰の意見でそうなったのか考えて欲しい。生活ホゴもいらない。全て撤廃!!小泉にだまされた老人にも原因はある。もっと真実を伝えてあげられなかった野党にも重大な責任があると思うよ。公明党みたいなところを与党にする自民は最低!!
· 低金利のため、預金利子が小遣いになっていたものが……。上記の通りで小遣い不負をなげいている主婦の方が多く来店頻度が減少しています。
· 住宅ローン変動の利率の上がり支払いに苦労している。子供も大学・高校へと進学し、なにかとお金がかかる。国民年金、国保なども高く、毎月の支出としては家計を食いものにしていると思える。
· 定年退職して再任用で賃金が激減した。
· 小遣が少なくなった。お金に余裕がなくなった。国民年金のため、生活がくるしくなり、食事がしっそになった。楽しくない。
· 増税・社会保険料の増額・物価高（特に食品）等である。収入はほぼ一定だが、前記費用のため実質的収入は大幅に低下した。高齢者医療費の負担増も実質所得を痛撃している。
· 年金から税金を天引きされ、良くなった層は少ないでしょう。寡婦になった私を引き取る為、息子は住んで居た14坪の家を等価交換して20坪の建売を購入しました。戸端に18年に1900円だった国保が倍以上になりました（私の）。課税化に聞きに行くと不動産買ったから（息子が）と云う事です。息子は零細企業で手代わりがない為、明けぬ内から14.5時間働いて居ます。議員さん御世話になりました。
· 住宅ローンの金利が高くなりました。
· 会社の業績も決して良くないが、利益を従業員に最大限配分しようとしているのか疑問である。株主優先の考えが見えるような気がする。従業員は高い目標を当てがわれ、達成度により評価され、給料・賞与の額に反映するので、なかなか収入がアップしない。会社の業績はアップしても、従業員の収入はアップしない図式が個人の高い目標によって成り立っているような気がする。私の会社も派遣社員や1年、半年更新の契約社員の数が増えてきている。今30～35才の人々は学卒時、就職難で正規社員になりたくてもなかなか困難であった。社会的環境が個人生活に不安を与えている。今の政治は資本主義の原理に頼りすぎている気がする。それでうまくいっているうちは良いが……。一方ではゼイタクな生活をしている人々がいたり、また、飲食店、特に大型チェーン店の閉店後、大量の残飯が捨てられていたりする。その一方で、頑張って働いていても生活の苦しい人もいらっしゃれば、体が悪くて働けず、飢え死にする人も出てきている。世の中の財がうまく分配されていない。政治はもっと経済に働きかけ、このような問題を解決して欲しい。私から見ると、今の政治は日本の財界におんぶにだっこである。もっと政治が国民の方を向き、主導権を取るべきである。その時、問われるのが政治家の考え方である。先日、テレビ番組の中で伊吹幹事長が「私の給料は小泉チルドレンの若手議員と一緒ぐらいしかもらっていないです。」と発言されてましたが、情けない限りである。何の為に政治家になっているのか?!そういう人はあの方だけでないと思うが。政治家も資本家も同じ目標ではこの日本はうまくいくはずがない。今、世間では年金問題が大きく取り扱われているが、視点を変えるべきである。私は独身であるので、えらそうな事は言えないが、私の子供の頃は父親と母親が働いて、子供（3人）はもちろんのこと祖父母も養っていた。父親は一般サラリーマンだったので、生活費は厳しいものがあった。私は両親のそういう姿を見て育ったので、子が親の面倒を見るのがあたりまえと思っている。しかし、今の日本はそうではないようである。自分の親は国が面倒を見るというスタンスが一般的なのだろうか。私は違うと思う。自分の親は自分が面倒見るべきだろう。国民にこの思いが有り、実行できれば、年金もこれ程必要でないはずである。政治は国民から金を取るのではなく、国民の心の中を、考え方を変えるようにしなければならないだろう。今の日本の資本主義のように自分さえ良ければ良いという考えになりがちの環境は決して良くない。年金ゼロで、頼るものが家族だけであるならば、自分に子供は必要になり、また、その子に将来養ってもらおうと思えば、しっかり育てようとするだろう。少子化、教育問題にもかかわるので、とても大切である。子が親を養う精神!
· 派遣社員です。時給はある程度あり生活するには充分で貯金もできているのですが、最近働きにくさを感じています。派遣先の会社でも正社員でないので定期的な面談もなく、職場での問題を派遣会社に相談しても、現場を見ていないので何も変わらない……ストレスが溜まる一方です。正社員の仕事を探そうかと考えています。
· 住民税が高くなった（所得税減税以上）住民税に関するものも高くなった、会社で社会保険に入れるという理由から、時給が下がった。
· 物価上昇収入は変わらないのにとるものだけとられる。
· 物価上昇が家計の面で確実に感じられます、食費について特にスーパーの買物が2割程度金額で増えました4月に年金から天引きされた金額はこれまでと変わりません、そういう人は多いです、社保庁の怠慢だと思います。
· 増税・その他で可処分所得の減少と物価上昇。
· 偉いのは国民だ!田中から金権政治の小沢一郎の馬鹿が何故居る?道路もガソリンもなくても生きられる、生きられる国に!
· 何か行動を起こさなければ、いたたまれない気持ちでペンを取りました。収入が減っても物価は上るばかり、節的にも限りがあります。
· 収入は変わりなくてもスーパーに行けば何もかも値上がり、そして増税生活が厳しくなるのがあたりまえ
· 大企業上場会社等は良いかもわからないが、派遣や、日雇いの人、生活でもない人が増えてるのをどうお考えでしょうか……。（社）の企業の税金の使い方なんて問題にあがるばかり、何とかして下さい。
· 低所得なほど厳しいような気がします。
· 収入の減少
· 今年の4月からやっと正規雇用になりました。でも月16万円なので、1人暮らしとかを考えることはまだできません。
· 昇給で追いつかない保険、年金、税。なんとかして下さい。
· 生活用品や食料品の値上がり、そして、健康保険や年金など税金もあがり、どんどん給与が目減りしています。給与は全然あがっていませんので、生活は前より苦しくなりました。病気にしても病院に行かないことにしています。節約のためです。
· 月給は据え置きで残業はカット!国はボーナスにも年金や税をかけて収入は減るばかりで、控除手当てもなくなり税金納付のために働いているような毎日です。生活安定しているのは公務員や役人ばかりで、この日本は一体誰が支えているのか考えて下さい。
· 高齢者の雇用先を充実してほしい!
· 増税、収入の減少です。
· 数日前から京都を出て一人暮らしをしていますが、節約を頑張らないとおそらく厳しいものだと思います。実家でゆったりとお風呂に入っていたのが懐かしいです。（数日前までいたんですけどね……）新社会人に4月からなるので、まだ給料がないので切りつめています。
· 改革を旗印にした小泉内閣以来、暮し向きは悪くなっている。増税（と云うほどの年金ではありませんが）
· 過去に70才まで働いた。現在は隠居の身です。自立してゆくつもり。子供たちにはそれぞれ生活があります。医者に子供が連れて行ってくれます。
· 物価が高くなった。
· 戦後復興の功労者という世代に対する所得税の諸控除減額が主因（増税）。
· 日常製品、食料等の値上げ。同値でも小さくなっている。わずかながら。
· 税金が重くのしかかっています。支払うものばかりが多く、収入は増えないのでお年寄りに安心してできる生活を望んでいます。
· 品川区の学校選択制はやめてもらいたい。地域を大切にと言う言葉を良く使っていますが、それは教育委員会から崩していませんか?共産党の先生方よろしくお願いします。
· 保険料や税金の値上がりで、それらを払うために食費などにお金がまわせず困っています。そのお金で福祉が充実しているなら、まだ理解できますが、今の日本で福祉が充実しているとはとうてい思えません。
· 最高益といわれる年が続いたのに、税込みも手取りも8～10万下がりました。
· 「残業代なし」「無制限残業」につながるホワイトカラーエグゼンプションの阻止や「名ばかり管理職」の廃絶。ホワイトカラーの長期時間労働や過労死・労災防止に力を入れて欲しいと思います。
· 少額の収入はそのままなのに、物価・保険料・税金などがあがり、収入の目減りに生きる喜びも失う毎日です。
· 増税。
· 経済のグローバル化が進む中で、ますます企業間の競争が激化していると思われる。その勝ち組になれば良いものの、負け組みになったとしたら、市場経済において、非効率な企業である。それらの企業は社会が必要とするものを把握し、生産、供給してほしい。
· 美容室を経営しております。消費税の負担枠が1000万以上に下がり、毎年25万円程の課税になったこと。施術料金の適正価格に反映できず、忙しくても生活苦です。事業資金の借り入れの返済も大変です。消費税が大きいなら、交通、福祉、教育は無料にすべき。
· 年金生活者は実質年金が目減りしている。今まで以降の値上げに悲鳴を上げる。
· 物価上昇、税制改悪、医療負担増（保険料共）。
· つましく生活しているからです。商売はかんたんに値上げする事はできません。
· 収入の減少。
· 物価高で料理らしい料理も出来ない。
· 特別減税の廃止、保険料の負担増、物価上昇など、給与は上がらないのに負担ばかり増えている。
· 社員から日給月給になった。
· 医療制度の改善小泉さんの国民の痛みを伴う改革で充分と痛みがある。若い人たちが結婚できない状態にある。格差がありすぎて高学歴の人ほど子供を望まなく、日本はどうなるのか。
· ガソリン、品物の値上げ。
· 2年前から年金生活。退職金はローン返済で消えた。今は妻が働いているので何とかやっているが、物価も上がりさらに消費税ということになれば厳しい生活になると思う。持病を2つかかえ、毎月の医療費が5万円かかる。好きな旅行も回数を減らし、近場で済ましているが、これさえ止めなければならなくなってしまうのかと思うと寂しい。
· 年金生活のため変らない。無職なので（年金生活）。
· 働いていないので本当に大変です。働きたくも働く所がありません。年ですので。
· 増税、保育料の負担、保険料の増額がひびいています。家賃補助ないので。
· 富める者は益々富み、貧しい者は益々剥がされる。厳しい経済格差社会に成って来ております。（資本主義社会の究極の宿命）
· 増税のため、会社の経営悪化のため、収入ダウンとなった。
· デッドストック在庫をかかえているのに10万円も減給。
· 元の収入が少ないので増税はあまり感じないが物価は上がって、しかも、中国の食品問題の為、日本産に切替えたりの出費が大きいのに収入は増えない!
· 政府（政治）に期待していないので、税の一本化（簡素化）及び減税化を計って欲しい。税のない国へ帰化したい。
· 配偶者控除の（一部）廃止、医療費負担増、老齢介護による費用負担。物価高等で最近は生活が大変厳しくなって来た。
· 収入が減少!!
· これ以上厳しくなったら大変です。長生きしすぎました。何とかやりくりしています。粗食に馴れてますので……。
· 前よりも給料が減って苦しい状況です。
· 収入（不景気の為、賞与が出ない）
· 家賃分だけで生活が苦しい。病気になれない。将来が暗い。
· 増税。食品の物価高。
· 収入先の目途が立たない。61才になったからと言って一方的に解雇されてしまった。
· すべての物価高くなって支出ばかり増大しています。
· 諸物価の値上がりに悲鳴をあげています。
· 生活を節約しています。
· 収入減の上、食品関係の値上がりで厳しくなった。
· 今のところはまじめに働けばパートでも何とかなる。1人なら様々な方々がいるし、不要なことをやって、「足りない、足りない」を言っている人もいるのも事実。普通の定義はわからないが無理せず普通に暮らせば大丈夫と思います。
· 私は62歳なので収入が減り、その分だけこすかいが減らされているので、自分の好きなことも躊躇せざるを得ない状況です。
· 生活保護を受けています。年も60才で、力仕事が不向きな為、ひまな時間は信仰に入っているので、お題目を唱えております。生活保護は税金のお金なのでやり方がきびしい。
· 子供が二人いて、長女は今年高校生、長男は6年生になります。母子家庭となってから早8年ぐらい経ち、毎年何回も都営住宅に申し込みをしているが落選。収入も国からの手当てとパートの収入だけなので本当に厳しいです。
· 子供が産まれ、生活が変化している。今はまだくらし向きに大きな変化はないが、賃金が上がらない。この頃の状況では今後どうなるか不安はある。右肩上がりの時代は年齢と共に賃金も増え、教育費等の子供の成長にあわせた出費増に対応できただろうが、これからちゃんと学校に行かせられるのか、それだけ収入が増えるのか心配だ。
· 格差については自業自得って感じます。格差の人のせいにしていませんか?私は学歴も無い60才の女ですが、与えられた仕事は先ず引き受けて努力して覚えながら、仕事を自分のものにして来ました。いろんな格差がありますが、国が格差をつけてはいけないと思うのですが、いかがですか?
· マンション管理業務が仕事です。2ヶ月前より残業時間について会社より業務連絡があり、今までつきに20～25時間位あった残業が5～10時間以内にして下さいとの事。仕事時間は今まで通りギリギリの生活をしているので1～1.5万円の収入減は本当に大変です。
· 8万年金にて「職」をさがしています。公共料金、交通費、医療費、物価値上がりで、大変のうえ、糖尿病、障害者4級かかえていますが、医師より軽いので働けるとのことであきらめずがんばっていますが、不安の為、再度医療費補助を区に相談にゆき、断られます。
· 所得格差はあってあたりまえ。ない方がおかしいでしょ。貧困の人は本当になんとかしたければ自分で頑張るべき。私は貧困になりたくないから子供の時から努力してきた。今、貧困の人たちはどうですか?努力もせず困ったら国にたよろうなんて甘い。
· 定年退職で収入源。
· 増税。特に地方税。物価情報。
· 正規雇用ですが私は現在育児休暇中です。給料は入ってこないのに食品など値上がりしていき……、生活が大変です。子供2人いるので将来もお金かかるのに……。
· いろいろの物価も値上がりしてきましたので、なんとなく先行きが心配です。年金も僅かですし家賃収入も減ってきましたので。
· 公務員に転職したが（以前は民間企業に勤務）、公務員の給料の低さに愕然とした。最近、公務員バッシングが異常に厳しいが、公務員も労働者であることを踏まえて欲しい。
· 住民税が負担になっている。厚生年金と国民年金を同一化にしてほしい。負担金額も収入に応じて。
· リストラにあい、中高年の社員雇用が無く（面接で落とされる為）親の介護費用がかさみ、物価の値上がり、家賃が値上がり（決して下がらず）、かといって引越し費用も無く、ローンも増えるばかりで、非常に生活が苦しいです。
· 所得の格差はつけるべき。そうしなければいつまでも貧困は背負って行かなければならない。廃業するか迷っている。これではやって行けない。
· 増税。都区民税が3倍。医療費3割負担。老齢化すると共に成人病等、治療は継続を要する事となる。薬の服用も継続する。開業医は2週間分の薬しか出せない。となると、2週間に1回の通院受薬となる。その度に医療費の支出となるのはかなりの家計にひびいている。
· 特に今年に入り日用品の値上げにおびやかされています。収入は年金で一定内におさえられています。
· ボーナスが以前より減りました。家のローンがあり、今後、年を経るまでに支払いがきちんと出来るか心配です。今後、両親との同居も考えています。生活していけるか……?
· 努力したから。当たり前のことをやらず理屈を並べるばかりで何もやらない。屁理屈。誠意、忍耐、やる気。国が成り立つ為には当然。泣き言言うな。
· 税金が上がり手取り給料が下がった。物価も上がり生活が100円単位で気になるようになった。小さな子供も二人いて、この先が不安でたまらない。
· 収入が少ない為、家賃に取られて国保や国民年金も滞る。現状で預金を取り崩して生活しているので、将来が不安です。
· 増税。
· 物価上昇。
· 所得格差は日本では少ない方ではないでしょうか!
· 生活保護を受け84才で一人暮らしをしています。老人はお金がかからない等とんでもない事です。親戚、知人等への病気見舞、葬儀等、義理は欠かせません。その為には食費を削って貯金しておかねばなりません。長生きも良し悪しと思いますが、やはり元気で長生きしたいです。
· 収入（仕事量）の減少15年前に比べ1/5に。
· 私は会社員ですが、今は東京に一極集中した経済になっているので、単身で東京に住んでいます。福利厚生が少なくなるにつれ、子供の教育費が多くなるにつれ、生活が厳しくなります。最近は正規雇用でも年齢が高くなると出向や転勤などあり将来の不安がある。
· 団塊の世代が高齢化して、年金生活者の増加により安く購入できる食品の海外依存率（38％）は低下していることが経済的な貧困現象になっている。もっと国内生産（70％）まで高めていく必要がある。
· 所得は上がらないのに物価は上がるし税金も上がるし……。年金もこのままでは1円もいただけそうにない。それに引き替え、議員や官僚達は金のムダ使いはするが、誰も責任は取らない。生きて行く事、すなわち地獄のよう。
· 品川区内にて、大規模な大量採用をする企業を招き、説明会を開くべきだと思う。
· 食料品が値上げされ、年金生活でもあるので、厳しくはなっていますが……。
· 生活費がかさんでいます。医療費もかかり、病院に行き薬をもらわないと生きていけません。
· 物価が上がっている。
· 諸物価値上りにより、支出の増加。税が増えることがNO!とは申せません。それが本来的目的の為に使われる、かつ実効性の高いものであるなら、我々は拒むことをしてはいけないと考えます。
· 物価上昇。パン、麺類等。1日2食のみ。食事を減らして生活している。福祉もらっていますが、働いたお金（パート）半分税金で取られ、生活費けずっている。病気にかかったら、死しかないのか?
· 転職により品川区へ引越しを行い、住居費が非常に高い。収入も減少した。住宅補助もなく。一人の給料では生活が難しい。
· 大手スーパーの広告をみてはその日の買い物を決めています。中国毒ギョウザ以来、日産品を……と思いますが、エンゲル係数が高くなり、今後、どうなるのでしょう?昔の戦争中の様に“たらぬ たらぬは 工夫がたらぬ”と言いきかせ頑張っていますトホホですね。
· 増税。
· 格差が生じた一因にはバブル経済、ＩＴ業界の一時的躍進など、それぞれの目線で感じることは異なるが、逆にフリーター・ニートなど社会とのかかわりに後ろ向きな人種にも市民権があるような風潮もあり、格差は社会の問題ではなく個々の考え、甘えが原因と思う。資本主義経済なのに終身雇用を原則としていた日本の雇用形態が壊れただけ。
· 来年から（75才まで）医療費が2割になると通知されて不安です。（現在1割73才）膝に痛みをかかえていますし、年齢がふえると病気も出て来ると思いますので。
· 派遣社員なのでいつ辞めさせられるか不安。ボーナスはなく収入はいつまでたっても上がらず、物価が高くなって生活は厳しい。税金も高い。
· 日本の税制度は他国とくらべ、いびつかつ搾取されすぎている。実質、収入はない状態。
· 手取り収入が減ったが、やはり社会保険と住民税が高くなったこと。物価が上昇していること。
· 毎日家計簿つけていますが、金が出て行くのが早いこと。あきれてます。何にもかも高いので、やりきれません。遺族年金もへるばかりで困ってます。後の事を思うと生きていくことがむずかしくなって、いやになります。
· 物値がどうなるか知らない!!石油価格や食物よく考えてものを云ってくれ。
· 物価上昇により仕入れ値が高くなりきびしくなった。
· 自営業（印刷業）を営んでおりますが、石油価格の上昇により洋裁等を初めとした諸原材料の値上りが著しく、それを得意先に転化することは非常に困難なゆえ、くらし面に於いて縮小することによって凌ぐという生活。
· 今のところ少し……だが何れ化石燃料を始め、殆どの原材料が値上りしているのは可成りの厳しい生活を強いられる事になるが、一層格差が広がるのでは……。
· 原油値上げによる諸物価の高騰。
· 独身独り暮らし8年目にあたるが、平日は帰って寝るだけで、区政にあまり関心をもてずにいる。会社も総人件費抑制の傾向にあるのは感じるが、まだ個人的には格差問題に直面していない。
· 借金が600万円、民商に30年も入っておりますが絶対に助け様とする所か見むきもせず、話そうともせず、つめたく、つめたくいやなことばかりします。旅行の時部屋で一緒になった女性皇太子のマサコは「あれは大変なのよ」公務はせずセイヨウに行くのはピョンピョンとんでやっております。ケイバ、スキー、家族と合うのはよろこんでソッセンして飛んで行きます。あれが病気なら全世界の人間がみんな病気です。私が反論すれば「関係ない」何が関係ないのか?税金でゼイタクしている人間ではないのですか?愛子なんかなげておいていいのです。マサコはワガママ病です。
· 子どもの保育料が6万2千円もかかる。公立の保育所に入れたいが入れない。
· どこが豊かな年金生活なのかしら?
· 結婚・出産で家族がふえたが、出産で仕事をやめなければならず（派遣だったので）生活はきついです。
· 今の政治は全々だめ、自民は……わるい、早く変わってほしい
· 1、諸費の値上げ　年金生活をしているので物価高は本当につらい。
· 1、定率減税、他控除が無くなり、見掛けの年金収入が増えて、税金が高くなった。
· 63才よりシルバー扱いとなり本給20,000減となります。手取り16万円位です。
· 70過ぎの人にはとても生活が出来ない。仕事は出来ず部屋も中々かえられない。高い部屋代でがまんしている。7万7000円です。何とか考えて下さい。
· 70才以上の控除　特別扶養控除がカットされくらしが良くなるわけがありません。都税が極端に上がり物価が4月より上がった、厳しくならないわけがない
· 81才に成って無理に成りました。国民年金だけでの小金、頭から天引NHK放送料、月もかわらない内に赤字印刷の葉書送付、安くして下さいね。
· いつの間にか、保険料年金が上り、支払いきれません。物価の仕入れもあっという間にこぞって上昇。くらし向きが良なるはずがありません。
· 息子は、今COPDで歩くことも出来ず、立つことも出来ません。トイレはポータブルを使ってます。仕事がすくなくて年金(国民年金)を使ってます。年金からいろいろ引かれて、この先が心配してます。力をかして下さい。
· 格差をひたひたと感じます。年金のみなので
· 給料は減っていく一方で物価は上がる。これから退職金も減り、当然年金も減るでしょう。老後は本当に暗くなるばかりです。70才位まで働かないといけないのかしら?
· 苦しい
· 月々の給料から天引きされる厚生年金。税金の負担額が増加していく一方なので、家賃と生活費だけでほとんど貯金ができません。
· 建物が古いのでアパート業が思わしく行かない。10万以下の年金では将来不安だらけである。
· 高齢者組合でもつくってデモに行きたい感じ。我々、時間と都心迄出掛ける金ぐらいはあります。
· 昨年10月に働いていた会社の部門閉鎖で退職した為現在失業中。失業保険はもらっているが、わずかな額。仕事もなかなかみつからない。
· 私は年金と、現在勤務している収入で生活には困っていないが、会社の若い社員達、子供の収入を考えるとあらゆる面で良くならない。オイルから物価が上昇しているのに給料は上らない。改善すべき政府機能がマヒしている状況だ。
· 自営(大工)ですが手間が下がっていて収入が減少している。住民税が上がった(所得税は変わっていないので増税となっている)倍以上になったのにはビックリです(年間7万くらいだったのが20万以上になりました)
· 社会保険料の上昇に対しその分節約している。変わらない様に対応している
· 収入は減っているのに回りの物価がどんどん上っている。
· 収入減。会社員時代、所得が高かったので保険料や税金が高くて滞納しています。
· 住宅ローンの金利があがった。
· 所得に関しては、運よく昨年昇給できたが、税金が増えたので多少の失望感がある。また、物価があがっているので、生活費の割合が増えていることに不安を覚える。
· 所得格差の原因の多くは、本人の努力によって解消できると思う。私事で恐縮だが、10年ほど前、会社倒産により失業したが、技術や技能があれば、何とかなる。リスクを負わず、努力もしないのに生活できている方が、幸福です。
· 所得税の老人控除がなくなった分、増税の感じ　医療保険料が増額になった分生活費が少なくなる
· 少ない年金から多額の保険料(各種)を差引かれ、納得いかない。
· 世界の中での日本の地位を考えると、国内での所得格差はある程度しかたがない。貧困＝政府が悪いのではなく、その個人の行動力、アイデアが足りない。
· 正規雇用なものの、残業代、ボーナスはなし　保育園代、税金などは増えゆとりがないです。
· 税は一般人からとるのが一番簡単でたしかだが大企業の利益は何百億何千億だ。だからそういう会社に勤める人と中小企業に働く人との差は開くばかりだ。
· 退職迄勤務していた会社で時々パートで呼出があり1ヶ月に1週間位働いています、時給は1,200－なので…
· 中国品が多くなったのにも拘らず値段が古くなり物価の上昇が事前に前触れなく僅少上っている
· 年金は減少され生活は大変苦しい
· 年金は変わらず介護保険の天引きにも耐へて楽しみをへらしている高齢者ガマンですか?楽しいこと、新しいもの、たまに　　　もガマン。命を守るだけよ。
· 年金生活です。先々が不安なので区役所の前で死んでやろうかと思ったことがありました。私は国家公務員でしたが、将来に不安なのです。4/6川越社会保険事務所に行ってきました。沢山の人(300人位)がいました。また、公務員の年金について離婚したら誤計算　　ので、私の年金から引かれました。何で離婚すると年金が減るのか理解に苦しんでいます。死ぬ前に社会貢献しようと思ったがむりなことと知りました。
· 年金生活者ですが、毎年比率が知らないうちに下げられ、物価の上昇と合せまるで真綿で徐々に生活が締め付けられる思いです。
· 年金生活者の75才、一人暮らしです。最近の諸物価の急上昇振りには到底我慢の限界です。特に健保・住民税などの確定支出については、どうしようもなく不本意乍ら支払遅延を余儀なくされています。
· 派遣として働いているので保険料(国保)や都・区民税を払っていくのが厳しい。今の状態でも「死ね」と言われているようなものなのに、これ以上増税されるのはきつい。物価まで上昇しているのだから税金まで増やされると本当に首を吊るしかない。
· 物価が高くなり生活費増で貯金が出来なくなった。
· 本気で人材を育てる企業や社会が増えてほしい。使い捨てや使える人しか取らない状況がデリケートに育った子供や、自己主張を上手くできない大人の行き場をうばい、全体を通して攻撃的な世の中にしてしまっていると思う。働くことは大事だが、急がせない、時間と心に余裕のある世の中にしていかないとダメだと思う。
· 毎月の収入は変わらないのにやはり生活にかかる出費は増え、家のローンを払いながら、これから2人の子供を育てていく身としては不安は大きい。年金の少ない両親の今後の事も気にかかるし、本当に頭が痛い事ばかりです。
· 毎年貧乏が実感として身に染みてくる。全てが政治(自民党)が悪い。かってに我々の税金を好き勝手使って会社は利益を出す為に我々をマシーンのように使っている。こんなバカな世の中はやくぶっこわせ。税金は我々区民の為に使うもの　それ以外は絶対に使うな。
· 良くなったとは云えませんが健康なので何とかなっております。
· 労働がきついわりに安い
· 所物価が高くなり、年金の物価スライド制度が廃止となり、可処分所得が減っている。
· 年金生活者　年金を比較的速くもらったので(年金問題等で年金のそん続がいわれていた頃)年金額が少なかったまた金融機キの後の銀行再建等で退職時の預金を含ム財産が少なくなってしまった
· 給与は変化なしか、または下降傾向。子供、2人。高3、高1、来年上の子、大学入試予定。どうしようか、学費。生活は厳しいです。
· 今不動産業は最悪の事態におちこんでいます。特に駐車場があいていて固定資産税が字払いが出来なくて困っています
· 前職の会社都合で失業。現在40代前半（女性）。転職活動をして約1年弱、内定も数社頂きましたが、低収入で辞退。大企業（前職）と内定をもらった企業（中小企業）との格差に驚きました。中小では低収入なのに残業込給料です。また、年齢制限がなくなったはずの求人広告……何の制限枠/理由もなく堂々と若い年代迄とあります。日本は“おかしな国”ですね。※独身で子供を持たなくて良かったです。
· 社会保険料の負担増。定率減税の廃止。
· 社団法人品川シルバー人材センターに加入しておりますが、そのセンター事務局の紹介により、民間の佐川グローバルロディスティックの関係会社が所有するビル（品川区勝島1丁目所在）の清掃業務（午前中3時間）に就いております。
· あらゆる物価上昇に比べ、収入のアップ率が追いつかない。
· 厳しくなった。年齢と共に医療費や交通費がかかる様になったから。
· 給料が下がってたいへんです。働いている時間はわからない。いや、より長くなっている。
· 働けば働く程、税金の金額が気になる。国が行う税金の運用が全く見えないと同じに、良い効果の話が聞こえない。税金を払うからには払う人が利用出来る施設や、地域の活動を生かすべきだ。税金を集めるよりも、運用の仕方を考えるべきだ。
· 子供が小さく保育園にも入れていないので働けず、収入が無いのに税金、年金にまではお金がまわせず、払いたくても払えない状況です。
· 所得格差はあって当然。格差・貧困があってこそ平等。格差のない社会は不公平。労働力を投資できる時代に何もしなかったツケが格差になっているだけ。救済の必要なし。
· 得意先からは価値の引き下げ、仕入先は材料費高騰による値上げ、と小さな商社は板ばさみです。その上、税金は大変厳しいものがあります。
· 正規雇用から非正規雇用（パート、時給790円）にさせられ、主人も65才過ぎ、今までの様に働けなくなったこと。
· 所得格差は必要。貧困だと言いながら、自動車を持ち、旅行等に行く奴等が居る。極めて不愉快だ。
· 家族で助け合いながら生活しています。親の家（ローンも終わっている）なので家賃がない為、生活できています。
· 残業が多く家族との時間を削っている。コミュニケーション不足にはならないか不安。
· 高齢者→税収減なのに行政の合理化は少ない気がする。もっと民間企業のように合理化を計りながらも成果を上げる考え方を強化すべき。
· 物価が上がっても年金は上がりません。もろもろのことが年金から天引きされていったら生活は苦しくなるばかりです。
· 厳しくなった。増税と物価の上昇により収入が変わらないので支出のみ増えているため。
· 物価が上がって保険料が上がって先に不安を感じます。
· 夫が自営業ですが、年々収入（売上げ）が落ちていき、また、事業で借り入れをしているため、住宅ローンも組めず、賃貸生活です。子供2人のため生活費がどんどん増えてしまっています。
· 増税もさることながら、生活の基盤となる部分の出費がかさむ。贅沢をしなくても生活が苦しいのは……社会構造がおかしい。
· 私はもともと体が弱く、あまり働くことができないので、親が生きている間は両親に面倒を見てもらっていたのですが、2人共なくなって、去年の6月に大動脈瘤という病気になり、手術をしました。働くことができなくなり、区役所に生活保護の相談に行きましたが、思うように行かず、今に至っております。今現在、家賃も払えず、どうしていいのかわかりません。学会の人に相談してみたのですが、個人で相談した方が良いと言われ、いったのですが、思うようになりません。どうか少しの間でもいいのです。生活保護をして下さい。助けて下さい。
· 物価が上がり、ガソリン等の経費が増した。給料はあいかわらず低水準のままである。日雇いなので明日、今月の収入の見通しがない。正規雇用は年齢、技術などの点で、ない。
· 暮らしは変わらないが、貯蓄できる額が減っている。子供が生まれてお金がかかるようになったのと、物価が上がったせい。光熱費も上がるようなので困る。
· 増税、最近の生活用品の値上げ（収入は減って増えないのに）
· ここ10年月給はあがらず、勤務は厳しさ変わらず、この5年間～7年間はむしろ年収が10～15％減りました。（準公務員）それは、それはこの10年間厳しい生活でした。年給は40日間残っているし、病気しても勤務せざる状況でした。年給をとれる勤務状況にして欲しい。労働基準法って誰のためにあるの?といいたい。
· くらし向きは変わりません。若いときから老後にそなえておきました。
· 地方であまり仕事がなく四年前上京してきました。お陰様で良い方々にも恵まれ、良い仕事につくことが出来、地方では無理な話と言われてた年収の約2倍頂いています。でも翻って地元はまだ厳しい状態のままです。
· 増税。
· 我が家は一般的な民間企業のサラリーマン家庭で、収入（給料）は低いわけではありませんが、厚生年金や所得税等で引かれる額が多く、家族が多いと生活は相当厳しく、消費税等の増税は家計を苦しめています。
· 所得不変なのにいろいろなもので出費が増えてきました。
· 年金がへって健康保険料が上がった事です。介護料が上がって年金から引き落とされています。
· 増税の為、テドリが少なくなった。
· 住民税の改正以降厳しくなった。駐車違反の罰則強化により商店街での買い物が出来なくなった。
· 増税を止めて欲しい。働いても増税で出て行く金も増えているので、働きがいがない。
· すべてのものに金がかかり高くなっている。古い年金支給額が少なくなり、また、保険など天引きされているので今迄通り引出していると足りなくなる。
· 定年過ぎて就いた仕事も内容が全く違っているが今更止めるわけにもゆかず困っている。定年前は普通いろいろと仕事をして来たが、70才を越えると殆んど無く、止む無く軽自動車で運送業をやっているが、駐車も厳しくなり、出来ないと止めるしかない状態。
· 中小企業です。残業手当がありません。でも要求したら会社が立ちゆきません。失業するよりマシと思ってガマンしています。
· 実質賃金も上がらず、税金ばかり負担増では生活が厳しくなるのは当たり前である。また、投機マネーにより石油など生活関連物資が値上げとなるほど、もうどうしようもないところへ。日本はアメリカの真似をしている。規制が必要ではないか?
· 年金生活の為、いろいろと税目が多くなり厳しくなった。弱者から税金取り、我々の為には一切ならない。
· 物価高による食料品を手控えてます。
· 収入の減少。
· あらゆるものが値上げ。良くなる訳がない。良くなるのは議員殿位では?年金から税金の天引き。病人から介護保険料の一律天引き。大反対!
· 収入の減少→年金支給額が17年度（?）から減りました。説明書きによると「消費者物価が下がったから」とありました。何が下がったか実感できないまま今日に至り最近はガソリンはじめ食品でも何でも上がっています。年金を下げてほしいのですが、せめてその前に元に戻して下さい。ガソリン以前に税金が大幅上昇しています。
· 必用なことで徴収もれを防ぐためと思いますが、年金の手取り額がどんどん減るのは何とも不安なことです。
· 借金のための生活費はマイナス。収入減で余裕なし。子供がまだ小さいのでパートをして働いている。
· 正社員の募集が少ないので苦労しています。
· 介護保険料、後期高齢者保険料等、年金から天引きされると収入が減少するから。
· 収入の減少＝仕事量の減少。発注が大幅に減少。個人も家の手入れをしない。
· 年金は決まった金額です。物価は上下するものですが、物価が下がることはなく、上昇しています。四月からは諸物価が上がることが予想されています。年金生活者はどうすることもできず、物価が上がれば生活切りつめなければなりません。国民をこのようにしばりつけておく政治は正しくないと思います。国民の要求を大事にする政治こそ。
· 税金、年金、物価等、すべての点で暮しにくくなった。小生、企業年金が皆無なので独居なのに楽ではない。
· 住宅に困っている。
· 増税のため、夫の収入は減っていないのに、年収は減ってしまった。
· お給料は増えないのに、税ばかり増える。また、生活必需品が値上がり、生活の質が低下している。
· 67才の主人は年金額が少ないので、補助のため清掃の仕事をAM6時30分よりPM3時迄働いています。私も69才になりますが、午前中の清掃に行っています。二人でやっとの生活です。物価の値上がりでこれからの生活が不安。
· 年金のみ
· 物価が2月から大変高くなり、これからまた消費税が上がると、ますます今迄苦しくなった生活がこれ以上生活が苦しくなると、貧乏人は生きては行けない、と云うことなのでしょうか。
· 収入減少。年100万の減。
· 税金も物価も上がりっぱなしで。この上、消費税まであがったらと思うと、ぞっとします、その上、地デジだの、火災報知器の強制的な義務化だの。
· 消費税が出来た時、物品税にかわるものと聞いていましたが、物品税は10％だったと思います、このまま上がるなら物品税の方が良かったと思います。
· 全体的な収益構造の変化（円高・原油高等）
· 収入の減少家計を圧迫している。物価は上昇し給料は減少し続けている生活が不安。
· 年金が少ない上に医療関係で引かれその外に税金とかいろいろと払わされ此の先どこまで差し引かれるのか生活の切りつめは今では是以上出来ない
· 年金も10万円しかなし、この先不安、特に75才になった時にことを考える実に不安です。
· 諸税金の高騰、年金収入に変化なし、諸物価値上り、年金生活者
· 諸雑費の値上げが家計にひびく家賃が安ければ何とか生きてゆける。
· 年金生活なので収入がないので医療保険のアップは厳しいです
· 収入の減少。人事評価制度により減少（杜区に50歳以上人に厳しい）
· 国交省の不正な旅行代全額返金させてください。各省庁の不正な無駄使い全額返品させて欲いです。この国は異常です。
· 生活保護を受けてます。病気の為、障害年金もさがりました。
· 収入の減少、商品価格、ガソリン等上昇
· 物価が上がっている
· “格差”を話題にすることも問題。このような、雰囲気が連鎖して、悪い循環となっている。増税＋給与の減、残業代をおさえるための施策、あえて働いている時間を休憩時間に変更された。
· 物価の値上がり等などで
· 経営が悪く給与が10％カットになった。賞与も半分になった。
· 得意先の倒産など
· 物価の上昇。年金の問題等もあり、政府に頼れない分、独自の貯蓄等していきたいが、その余裕がない。
· 経済的には相変わらず苦しい、特に老人控除、定率減税がなくなったこと。
· まず収入が減り、会社がつぶれないだけましだと言う事が安目でまかり通っている状態。これは形だけで、年末調整から保険すべて、自分で提出しています。それと給料も、2回払いで、年間ギリギリの生活で、もちろん貯金は出来る状態では有りません。買物も週3～4日行けば良い方です。（2回行く）（年金は不払いです）
· まじめに働いている人の努力が実らない。ローンが高い。時々借りていて、収入が減り借りかえもできない状態である。
· 増税。物価高。
· 夫、本人、94才の母の3人家族です。母は介護付有料老人ホーム（地方）にお願いし、本人は人工透析、喘息患者です。夫の医療費が3割になって、一緒に通院した時あまりの高額に絶句。私は透析なので、都が1割補助をしていますが、国も都も、本人負担にしたくてウズウズしていますから、患者会の活動を強めなくてはと思います。安心して食べられるものは高いし、母の費用は欠かせないし、働きたくても働けないし（本人もドクターストップ）いつまで生活していけるかわからない。実感です。
· 妻と二人で飲食店を営んでおりますが業績悪化に非常に苦労しています。特に2年前より3000万円以下の売り上げしか無い小さな店も消費税を納税する事になり、赤字の連続となっています。
· 1年前から母子家庭となりました。義姉が近くに来たら?と言ってくれて1Ｋのアパートを借りて子供2人（9才、6才）と生活しています。信用金庫の派遣社員として働き始めましたが、半年で体をこわし、週3日の介護補助のパートに転職しました。月収が5万位がやっとで家賃9万円払っていますので、どうしたらよいか不安で一杯です。
· 自営業を廃業し、昨年3月に正社員として勤務。
· 低金利。バブルの時、マンションを購入（時価は半分）毎月のローンに追われている（18万）。売却したいができない。
· 年金から取らされた費用と医療費・食費が上がってきました。
· 会社を定年退職、7ヶ月になりますが、なかなか次の仕事が見つかりません。企業は若い人を望むので60才の壁は厚いです。
· 住民税の増加。
· 増税。
· 住民税のアップ。食費の上昇。医療費の増加。
· 年金の減少が痛い。住宅ローンが未だ終わらない為、後3年間が厳しい。知人の紹介で就職できた事が何にもましてありがた。年金のみで到底生計が成り立たない。
· 日常生活用品・食品が値上がりし（値上がりしなくても分量が少なくなっていて実質値上がり状態）収入は変わらないので困っている。
· 中小企業に勤めているが、給料は公務員の初任給より低い。なのに税金ばかり増えて生活はゆとりがあるわけない。
· 増税のため厳しくなった。
· 退職し収入が0になった。ハローワークで就職活動中だが、高齢なので安定した仕事は多分ないのではと思う。少しの年金と預金を足しての生活になるので増税になれば結果的に生活は苦しくなっていく。
· お給料は増えませんが実質インフレなので。
· 収入が変わらないのにガソリン税高い。食費値上がり。所得減税廃止。
· 物価上昇の為厳しくなった。
· 食品などスーパーの品物が値上げだらけ。税金に取られてばかりで働く気になれない。
· 平成19年3月に妻が退職し毎月15万円の減収になりました。大変厳しく、旅行なども去年からして居りません。私もパートで勤務してますが、77才でも技術を持ってるおかげで、未だに勤める事ができて感謝しています。でも今の健康が保てるか不安です。
· 増税、景気後退による収入減。医療費UP。全てが影響。消費拡大は無理です。
· 高齢者からの税金の取りすぎ。議員の中でも私達が年金生活で納めた税金を懐に入れ平気で答弁しているのを見ると腹が立ちます。
· 不景気をもろにかぶる貴金属業をやっています。金、プラチナの材料が高くなり、ただでさえ売れない商品がますます売れなくなっています。
· 所得が少ないのに生活必需品は全部値上がりしている為、厳しくなった。年金だけでは生活費が不足している為、不足分をパート代金で補っています。
· 給与の据え置き。医療費の増加。
· 区民税負担の増額により国民健康保険料も上がり負担が増えてしまいました。派遣社員雇用の為、いつ仕事を切られるかわからず、世帯主として不安が消えません。
· 増税するのではなく、税金のムダ使いをなくすよう努力すべきと思う。貧困層の減税や富裕層の増税（ぜいたく品への課税増税←大型不動産など）が必要。税金を決めている議員はお金持ちだから自分の収入や利権を守って庶民から金をまき上げているように思える。
· 生活必需品が良質ともに高く減った。訂正申告の対応遅く見込みなし。
· 増税。収入の減少。
· 増税、収入の減少、労働時間（無報酬、強制残業）の増大による生活時間の減少等。
· 定率減税廃止及び老人控除廃止など10月頃より老人パス廃止等（多分）健康保持のため出歩く事が減少し、また、小売商店への商品の買い上げが減り、社会的にマイナスになると思う。
· 収入の減少。
· 私は病気療養中ですが長男は昨年会社都合で解雇後、求職中ですが決まらず、アルバイトをしながら現在に到っています。
· 食料品が上がって困っています。諸物価が上昇しているのに賃金や零細の単価は据え置き、大企業は好況というのに、庶民（我々）には全然実感がない。非常に不満です。
· 夫の死後、働いて経済的自立と社会貢献をしたいという思いはありますが、昨春から福祉労働者として新社会人となった娘の労働条件があまりに厳しく、健康破壊を防ぐためにも、娘の配偶主婦のような立場にまわらずを得ません。娘も家を離れて自活できるだけの収入を得ることはこの業界では困難で、奇妙な依存関係になっています。どうすればよい!?
· 値上げラッシュで困ってます。
· 低所得者層への課税税率の抜本的な下げが必要。
· 66才ですが長生きするのが悪の様に思われる今の政治のやり方、云い方。真面目に暮らしている人がバカを見る、苦しくなっている日本だとつくづく思います。
· 物価の上昇。
· 子供たちも卒業し、教育費がなくなった分楽になった。
· 年金はたったの6万54円。どうやって借家生活が出来るのか。年齢65才以上の雇用は事実上なし。何故行政はこの点を援助しないのか?若い人は力があるが、老人は力がないのです。
· 63才よりシルバー扱いとなり、本給20000減となります。手取り16万円位です。
· 年金の中から介護保険料が強制的に差引かれ、それでなくても少ない年金は手元に届く時は益々少なく、また、4月1日より後期高齢者保険が導入されました。私はまだ少し間がありますが、いずれその日が来ます。保険料とりっぱぐれのない徴集の仕方は腹が立ち、また、安心して年を重ねる事が出来難くなりました。
· 税金、介護保険料、健保料、物価値上げなどの負担増が生活を厳しくしている。
· 夫が55才を迎えてから賃金が半分以上にカットされてしまいました。これは入社した時の契約で決まっていたそうです。ですから私も年金暮らしのことなどを考えて月額15万円位は収入がないと、高齢になってからの病院代金等が心配です。
· 物の値段が少しづつ上昇しているが、収入はふえない状況。区内で生活するには夫の収入のみでは苦しく、ともかせぎせざるを得ない。
· 都税を400億も新銀行に補てんするとはバカ丸出し。ムダづかい。バカな知事をやめさせろ。無能者だ。
· 4年前に働いていた店がなくなり、以来、不安定な収入。
· 失業の為、収入減。
· 私はまで学生なので親にお金を出してもらっているのでくらし向きの変化はあまり感じません。
· 増税、収入の減少
· 知らない間に品物の値が上る　値が同じ様な品は小さくなったり軽くなったり毎日の食品が値上り続きで台所は大変です。年金の額は変らないのに…　年金から差引かれる金額もだんだん多くなるみたいですねネ。
· 40年も払った国民年金の支給額があまりにも少なすぎます。せめて生活保護者と同額ていどの保証額を支給してもらいたいものです。
· 毎年年金は減りつづけているし、税金は増加する。これでは夢も希望もありません。
· 年金額は減少。物価は上昇。どうしたらいいの?カードを使わない生活にした。消費・出費を抑えて赤字を出さないように切りつめている。(時々、やり切れなくなり、大声で叫びたくなる。)
· 全ての物が値上がりしてくらしにくくなった。
· 厳しくなった　何故ならば、実家を出たから。「いつに比べて」という設問でないと、意味がないのでは。
· 品物の値上げが(生活用品)が家計にひびいています。
· 昇給分以上に社会補償にとられる。食料品の値が上がってきている。(中国産がこわくて手が出ないので、益々負担が大きい)
· 物価が変わり、何でも高くなった。特売品があっても数に限りがあり思う様に買えない。病気持ちなので仕事につくのは難しい。だが精神、心の病の為、遊んでいると思われてしまう。
· 収入・保障の減少
· フリーランスなため、昨年は所得税の税率はそれまでと変わらないまま住民税を10％に上げられたため、可処分所得が減った。その上今年にかけて原油と小麦の値上げの影響で食品が安くなく、また医療費もかかるようになり、これ以上切り詰められない生活なのに非常にうっぷんがたまる。
· 1Ｒの賃貸が多く、母子家庭は家を買えず審査が厳しいです。いろいろな面で控除が少ないです。少なくなってきています。
· 現在は変わらないが、余裕がある訳ではない。ギリギリです。消費税率ＵＰはやめてほしい。増税する前にムダを削り、それでも足りないのであれば、酒・タバコ・車等し好品の税率ＵＰし生活用品は据置きして欲しい。ただでさえ日用品のあいつぐ値上げに苦しんでるのに。
· 他社との単価の競争で自分達で首をしめている。悪循環におちいっている。いつまでも良くはならない!!悪くなるだけです。親が金持ちとか高学歴の人達だけが良い思いをする世の中になってる様な気がします。本当にまじめな人達がむくわれる世の中になってほしいものです。
· スーパーへ買い物に行って「買おう欲しいな」と思ってもそれを打ち消して本当に必要かどうかバカみたいにじっと考えこみます。
· 何十億という税金のむだ使い(道路や新銀行への増資)を毎日毎日TVや新聞で耳にする度に「あ～返金して欲しい」と心から思います。
· 病院への通院回数をへらしていると近所の御年寄。そんな御年寄を間近でみていると自分がいずれ御年寄になった時生きていけるのか不安で絶望的になる。
· 増税
· 会社側が雇ってやっているという考えで、サービス残業あたりまえ　マクドナルドの件で会社側は多少、ビビッている。
· 収入の減少(主人の)。食料品の値上げ(食べざかりの男の子、高校生と大学生がいます)。
· 高齢の為、自営業を廃棄。後継者がいないので営業を廃業したあとは、国民年金の収入だけ
· 6年前に給料2割カットになったので、今は時給にしてもらっている。いわゆるワーキングプアです。
· 収入について、相手方に伺って請求書(金額)を出しています　(2件ほど有ります)毎年、ますます安くなっています。
· 先に物価が上がった。　の理由で年金を下げたが、今回は物価が上昇しているのに、年金が増額されることがなさそうで、人を馬鹿にしている。年金の家族手当が変って増税になっている。
· 大企業の業績が良くなっても労働者に分配されていない。
· 今の日本で貧困が問題になっている。なんて本当か。そんなこと信じられない。
· 区民税・健保料ともに高すぎる。半額におさえてほしい。石原都政の限界を感じる。新銀行なんてこわしてほしい。
· 収入が増えない
· 何でも値上げしている。同じ収入でも厳しい。お客さんが、安ければ良いという方向へ流れていく。例えば中国産も買いたくはないが、お金がなければしょうがなく買ってしまうこともある。
· 税金は上る、所得は下る、物価はすべて上る、医療費は上る。生活が良くなる筈はありません。真面目に生きている者こそ貧困にあえいでいます。
· 将来の消費税増税と大企業の労働分配率の低下への懸念から消費へ回すお金を低くする生活をせざるを得ない。低金利政策は全部大企業の内部留保に回っているだけで庶民の生活に有用でない。だから景気も悪い。
· 諸物価の上昇による。実質目減りしている。
· もらう給料は増えない、または減らされているのに差し引かれる物ばかり増えているような気がします。消費税は給料の多い少ない関係なくかかってくるのですから、これ以上増やされるのはこまります。
· 仕事がだんだんへりきびしい毎日です。
· 物価高騰
· 原油、そして基礎材料、加工材料等、実質的、便宜的な値上げが当然の様に発表予告する生活物価の高騰は当然、高齢者(年金生活者を含め)低所得者にとって格差となって表われ生活は現況では益々厳しさを増すばかりです。私は年金及蓄財少々の生活ですが借金は税金を含めて一切ありません。若干のその余裕が物の考え方、智慧を生み出す根源と思い今後共に智慧工夫を提案したく思います。
· 年金暮らしですが、将来が不安です。
· 自己都合で退職後、正社員で仕事に就くことができなかった。その為、収入が大幅に減った。
· 毎年介護保険、固定資産税が上ってくるので大変です。ほんとうに今の世の中76才迄生きてがんばって来たかわかりません。こんなことが続く様だったら早く余命のことは考えずに安らかに死にたい心境です。
· 年収100万、200万、500万、1000万の方　年令によりまた、健康状態、環境の変化により貧困は変りません。所得格差のみでの貧困者は多い。年金のみでは生きてゆけない人も。20代、30代、60代と年令により雇用形態は異り収入も違うが生活環境は同様であることに留意して欲しい。食住衣の値上はやっと税金を払っている人々に増税は無理な政治屋の言動である。
· 年金は少なく、税は高く、医療も、何もかも不安な世の中です。定年を迎え、年金は64才からでないともらえず、その間の仕事もできるかどうか、絶望的です。
· 税ばかりで手元にお金が残らない　何のために生き、労働しているのかギモンである。増税、収入の減少　雇用条件の格差　主に中小企業、残業代、人権、法外雇用環境のcheck制度のなさ
· 非正規雇用者が多くなったせいでしょう
· 収入(国民年金)に変化がないのに、物価高で困ります。
· 活躍、お世話様になっております。聞いて下さい。昨年住民税83000－、健康保険目に8500－の通知でびっくりしました。今年もこれ以上になりますか。もらう年金は変わりないのに引かれるのが大きいので困っております。議員はむだづかいして腹が立ちました。共産党さんは清潔です。住民を助けて下さい。
· 現在のところは、給料と年金が月収となるので厳しい状態ではありません。
· 前向きに取組めば良くなる。
· 年金生活ですが医療費介護保険など上るばかりで大変です。
· 今まで一生懸命に働いてこれからは少しは楽になるかと思ったら年金生活では病気にもなれませんし年金も減るし保険料は上るし子供達の世話にもなれません　お金持ちは暮らし良い世の中ですが貧乏人はどうすれば良いのですか。
· 現在、生活保護を受けていますが、学校の雑費にかかる分を食費から出している状態です。子供の教育が充分にできません。
· 国の政治が良くない。一党支配60年なんという国余りない。野党全体がだらしない。
· 74才。非課税廃止により負担増。
· 給与の基本給が下がりっぱなしである。
· 健康保険料の引上げが大きい。
· 年齢にかかわらず総て上りました。(67才)
· 収入が減る一方なのに、増税、物価上昇、医療費増等で苦しくなった。
· 大田区にある職場の会社では、再生のためと8％の賃金カット。一時金の切り下げ　収入は低下していますが、定年前ですので、やっていけます(教育費…不要)。若年中年層は大変です。ローン、教育費が大きいと思います。
· 全般的に、税金まで値上げ増加傾向で、将来年金の目減りが確実で、不安を覚えます。
· 目下、夫の給与等々で心配はないが、今後の年金等々を考えると、やはり不安が…。
· 私自身は、10年間、契約社員として働いています。仕事量は明らかに増えているのに、賃金は10年前から1円も上がりません。主人は正社員ですが昨年からボーナスがナシ。収入は減っているのに物価は、上がっています。
· 社会人そろそろ4年目。まだ自分の収入をカコと比較して厳しさを感じるわけではありませんが、業界、会社、雇用市場を見ているといろいろと不安があります。社会全体でもしかり。経済が揺らぐとまず福祉予算が削られるのが常なので。
· 主人が病気で、正社員としての雇用でなくなり収入も少なくなり、生活が厳しくなった。仕事も、思うような雇用先がなく年金も、いただける年令に足してきたが、いただく額だけでは生活(老後)ができない為、収入源先もなく、困っている状態です。国の施策で年金の充実、税金の引き下げ対策に力を入れて欲しい。
· 所得貧困の問題は財布の中味が巡回しないから、また、物流が転回しないからである。すなわち内需拡大を政府は目指すべき、商品が売れない。だから企業は正規雇用しない。当然失業者が多い。だから国の税収も下がる。消費と生産のサーキットが切れてるからで有る　もう1つ最悪の物価高がネック、消費税の無かった、30年前に戻って消費税0円にせよ。すると物と金の流通が増し経済効果と成り、雇用問題も良くなり民が民を救う形となって、国民の生活は豊かに成ると思う。
· 主人の勤め先(不動産)と経営不振等から給与未払いが2ヶ月ほどつづいています。
· 勤務中に年金支給が60才から65才に変更され承知していた事ですが退職業5年間貯金を使わざるをえなかったので安心がくずれました。政府の付けを否応なしに払わされています。
· 厚生年金が10数年分ありやっと国民年金を受け取る才になりましたが、私が成人した頃は国民年金で生活が成り立つと宣伝?していたように思います。嘘でした。
· 年金支給が先延ばしされたこと、支給額が延びるところか短縮された責任を誰もとらず今だに何も変わらないのは、与党だけでなく、野党にもあると思います。
· この4月で子供が大学生となり、児童扶養手当てや育成手当てがなくなり、元夫は養育費を払わないというので月10万円以上少なくなる。また、親だった医療費も腰痛治療に1回3000円以上もかかるようになってしまったので、回数も減らさざるをえなくなる。
· 収入は変わらない(または減少)のに物価はどんどん上がっています。毎日1円単位の節約に必死になっているのに千万、億単位でのおえらいさん達のムダづかい、本当に腹が立ちます。そこにさらに増税ムダづかい分を全額返してもらえば増税せずにおつりも出ますよ。
· 配偶者控除が無くなりました。物価が上昇し収入の方は税金等で引かれ将来の生活が不安です。税金の申告について説明書きが余りにも難しくて困惑しております。わざわざ担当課へ出向いても凄く待たされます。体の部分が痛みもあるので苦痛です　領収書の数も多くて郵送も難しいです。
· 会社が年棒制になったので会社の業績が上がってもボーナスなどに反映させれない。
· 妻65歳で年給付その為本人年金減額による。
· 医療、社会保障の改善を望む。
· 一般の自営業はますます不景気で閉める店が絶えません。公務員は国にあぐらをかいて努力もしないで天下りが分かりません。
· 収入は少ない預金崩しています。ヘルパーさんがもう少し手伝ってくれたら。身体の衰えと医療費がかさみます。
· ここ10年近く賃金引上げがない中で、子どもの教育費が大変です。
· 物価が上がってきた。
· 年金格差(年数はともかく若い時は収入が少なかった)
· 少ない年金でいろいろと引き落とされるのは苦痛。
· 15年前に転職後収入減、ボーナスは年1ヶ月分のみ。給料の昇給なし。
· 第2子を出産し、育児休暇中です。妊娠検診が14回無料となり大変喜んでおりますが、育児休暇中の給与もヨーロッパ並みに保障されればもっとのびのびと育児や第3子も…と考えられるはずです。
· 年金収入が頼りで、特に食品と地方税に直撃されている。
· 精神科系の患者の息子(30歳代)の家計費、小学一年生の孫を持つ娘(40歳)各々の家計費を小生が負担し、同居中ですが老妻は5年前に死亡しており、精神的にも経済的にも負担が重くなっております。
· 昨年から住民税やら医療費やら値上げ、値上げのムードはやりきれない。そして本年も後期高齢者医療の制度の変更も結局は値上げに他ならない。上手に説明されるので困る。
· 残業手当、ボーナス、退職金なし。
· 給料の減額。
· ワーキングプアが広まっている気がする。収入の減少。
· 収入自体はほとんど変わりませんが光熱費が高くなっているので家計を直撃しています。
· 収入の減少。物価がじわじわ上昇してきそうで心配。
· 1、昭和15年生まれのこの前後の人々はどんどん厚生年金・年金基金が減らされ始めた年齢でリタイアしてスタートして年金そのものが低額で辛い。2、長い事働いていたつけが今現在身体のあちこちが不調となり、医療費が非常に出費かさんで生活費を圧迫してきている。
· ②→確定申告、何でもかんでも廃止にしないで下さい。⑤→毎年少しずつ減らされている。都議とか代議士とか高額な給料をもらってる人から減らして下さい。
· 毎月の住宅ローン返済等が有り、その割には給料の昇給が有りません。
· 私の職場にも非正規雇用の人が多数いて、正社員と同等の仕事をしている。アルバイトの給料が低いというよりも正社員の給料が高すぎると感じている。
· 増税
· だんだんと厳しくなりそう。税金(所得税・住民税)保険料(国保・介護)のUP。食品等の値上げ。
· 公共料金が高すぎます。特にNTTインターネット接続料金は一社独占状態で歯止めがききません。電気等は将来自宅で太陽光発電等が可能になるのではないかと期待を持てるのですが、インフラだけはNTTに従うしかありません。毎月の料金票にONU(回接終端装置)の使用料900円というのがあります。実に簡素な機器なのですがこんな物に毎月900円払うのは腹が立ちます。接続料からこの使用料を分離させる事で｢接続料｣を安く見せかけているのですが、この機器は100%必要なので本来｢接続料｣へ含めるべきですし、その事で過払い問題に切り込んでほしいと思っています。
· 各自の個性を追求すれば必ず暮らし向きも良くなる。国のせいではない。議員のせいではない。あくまでも各個人のせいである。
· 収入が減った。
· 物価等上昇により。
· 自公政権により相次ぐ増税、貧困と格差の拡大で弱者への痛み押し。続ければ、私、創価学会員ですが他の政党を応援しようと思います。
· 増税!所得税が下がり、住民税が上がり、ほぼプラスマイナスゼロとの事だが、何か騙された様である。社会保険料控除からいつの間にか火災保険料も対象外となりました。
· 物価高騰の為。年々受取額が少なくなるのは困る。
· 所得税の中、公的年金の雑所得金額の7,700,000円以上より長高額所得者からもっと所得税を取るべきと思うが…………如何?
· 今後増税が進めば厳しくなると思います。物価上昇等も今後影響する可能性もあると思います。
· 増税、介護･健康保険料等の増額。
· 所得格差は当たり前。みんなが同じ所得になったら人々は働かなくなる。
· 収入の減少。
· 母は年金をもらっているが、それだけでは生活できないのでパートに出ています。(同居しています)夫は2つの仕事を掛け持ち。月～木の祝日しか休みがなく、ずっと疲れている。脳梗塞が心配。
· 年金で何でもかんでも取るのはどうか?
· 収入の減少。
· 私は介護職をしていますが、内容に比べて全体的に(業界)収入が低いと思います。人手不足の1つの原因でもあると思います。もう少し良い待遇を検討して頂きたいです。
· 収入は増えてないのに税金の利子が増えている。
· 年金が少し悪くなった。
· しかし住民税増税、それに伴う健康保健の増加は本当にこたえる。正規雇用を望もうと　も、日々の暮らし、仕事、で精一杯　ゆえ、捜したり就活などしてる余裕はない。品川区はすべてに高い。
· 収入は増えてないのに税金の延滞分に利子がふえている。
· 収入の減少もありますが子供の教育費にお金がかかりその上家賃が高すぎる。
· 収入は変わらないが物価高と、増税、子供の教育費(都立高2、私立高1)が重なり貯蓄
· できないので、不安。
· 税金がすごく高くなった!
· 物価の上昇など支出は年々増えるのに年金の受取額は年々減少している。
· 医療費の引きあげ等で入院等の事態になった場合心配です。と言いますのも貯金もなく、現在パートでいくらかの収入を得て何とか生計をたてておる状態です。
· 物価は、どんどん上ってく　年金は全然変らない　社保庁等いろいろ悪いことしても誰も責任なし。
· 増税、ローン、収入いずれも厳しくなった。
· 生活保護を貰っている者より低い年金で生活が苦しい。家内は17年払って無効になり私の年金だけ9万円で生活しているので苦しい。
· 物価は騰がる一方。石油製品も値上げ。給与はダウン。
· 残業代カットによる収入減少。
· 自営業の(食品)仕事してますが業績も悪く先行不安だらけです。
· 住民税があがり非常に生活が大変である。
· 少々の年金から介護保険料が天引きされると、1日3食のところ2食に変えなければ生活していけません。夫婦二人でもどこにも行けません。
· 年々苦しい生活状況。とりあえずシフト制（労基準内）で仕事は出来ているが時給UP無し。ローン等はできない。
